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製品についてのを意事項 

このユーザガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピュータで対応していない場合もあります。 
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1 マルチメディア機能 


お使いのコンピュータには、音楽を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機能が含ま 
れています。お使いのコンピュータには、な下のマルチメディアコンポーネントが含まれています。 

• 音楽を再生する内蔵スピーカ 

• 独自のオーディオを録音する内蔵マイク 

• 動画の撮影および共有ができる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の巧生と管理を行うことができるプリインストール済みのマルチメディ 
アソフトウェア 

• ボリュームコントロールに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 

m を晶^_ お使いのコンピュータによっては、上記の一覧に記載されているすべてのコンポーネントが 

含まれていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピュータに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方ま、お 
よびマルチメディアコンポーネントを使巧する方法について説明します。 
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マルチメデイアコンポーネントの確認 

な下の図と表で、コンピュータのマルチメディア機能について説明します。 


(D (D 



名称 


説明 

(1) 

内蔵マイク （ X2) 

サウンドを録音します 

(2) 

Web カメラ 

動画を撮影します 

(3) 

スピーカ （ X2) 

サウンドを出力します 

(4) 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピュータ用へッドセットのマイク、ステレオアレイ 
マイク、またはモノラルマイクを接綿します 

(5) 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフホン、イヤフホン、 
またはへッドセットを接続したときに、サウンドを出力します 



を記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピュータのスピーヵは無効になります。 
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音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使巧します。 

• コンピユータの音量ホツトキー: わ キ ー(1) と、 f8 (2)、 鬥〇 (3)、 f11 (4) のどれかのフアン 

クシヨンキーとの組み合わせです。 

。 消音したり音量を元に戻したりするには、 fn+f8 を押します。 

。 音量を下げるには、 わ +f10 を押します。 

。 音量を上げるには、 fn+f11 を押します。 


@度)瓣 



• Windows® の [ボリ ユームコント ロール]: 

a. タスクバーの右端にある通知領域の[音量]アイコンをクリックします。 

b. 音量を調整するには、スライダを上下に移動します。[ミユート]アイコンをクリックする 
と、音が出なくなります。 

または 

a. 通知領域の[音量]アイコンをちクリックし、[音量ミキサを開く]をクリックします。 

b. 音量を調節するには、 [ス ピーカ]列で音量スライダを上下に動かします。[ミユート]アイコ 
ンをクリックして音を消すこともできます。 

[音量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の手順で操作して表示します。 

a. 通知領域でちクリックし、 [プロパティ] をクリックします。 

b. [通知領域]タブをクリックします。 
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c . [システム]アイコンの下の[音量]チェックボックスにチェックを入れます。 

d . [0 のをクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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2 マルチメディアソフトウエア 


お使いのコンピュータには、音楽を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディアソフトウェ 
アがプリインストールされています。ここでは、プリインストールされているマルチメディアソフト 
ウェアの詳細およびディスクからのインストール方法について説明します。 
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プリインス I ルされているマルチメディアソフトウエアの 
使用 

プリインストールされているマルチメディアソフトウ1アを確認するには、な下の手順で操作しま 
す。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選巧し、使用するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。 


m を記： サブフォルダに含まれているプログラムもあります。 
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ディスクからのマルチメディアソフトウエアのインス I ル 


鞍を 記： ディスクからマルチメディアソフトウェアをインストールするには、外付けオプティカル 
ドライブがコンピュータに接続されている必要があります。コンピュータの左側面に、電源供給機能 
付き USB コネクタが1つあります。このコネクタに電源供給機能付き USB ケーブルを接続すると、 
外付けオプティカルドライブに電源を供給できます。外付けオプティカルドライブをコンピュータ 
の他の USB コネクタに接続する場合は、マルチベイに外部電源を接結する必要があります。 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、な下の手順で操作しま 
す。 

1. ディスクを外かけオプティカルドライブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コン ピュータの再起動を要ホするメッセージが表示されたら、 コン ピュータを再起動します。 


歐 ミち記： コンピユータに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元 
の説明書を参照してください。これらの説明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録さ 
れていたり、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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3 オーディオ 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまな才ーディオ機能を巧巧できます。 

• コン ピュータのスピーカおよびち続した外付けスピーカを使用した、音楽の再生 
• 内蔵マイクまたは接結された外付けマイクを使用した、サウンドの録音 
• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディナと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 
• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジナ信号の受信 

• 外付けオプティカルドライブを巧巧したオーディオ CD の作成（書き込み） 
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外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使巧してください。を全に関する情報について詳しくは、『規 
定、を全、および環境に関するご;'主意』を参照してください。 


外部スピーカ、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続方まについては、デバイスの製造 
元から提おされる情報を参照してください。良好な結まを得るため、な下の点にを意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピュータの適切なコネクタにしっかりと接結されていること 
を確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピュータの対応するコネクタに合わせて色分 
けされています）。 

• 外かけデバイスに必要な任意のドライバをインストールします。 


鞍 を記： ドライバは、デバイスとデバイスが使巧するプログラム間のコンバータとして機能す 
る、必須のプログラムです。 
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オーディナ機能の確認 

お使いのコンピュータのシステムサウンドを確認するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート] 一 [コントロ ールパネル]の 順に選択します。 

2. [ハードウエアとサウンド]をクリックします。 

3. [サウンド]をクリックします。 

4. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラム]でビープやア 
ラームなどの任意のサウンドイベントを選択し、[テスト]ボタンをクリックします。 

スピーカまたは接続したへッドフォンから音が鳴ります。 

コンピュータの録音機能を確認するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選択します。 

2. [録音]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを巧生します。 

載 ミ主記 . 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


▲ コンピュータの才ーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の[サウンド]アイコン 
をもクリックするか、に夕ート]一[コントロールパネル]一[才ーデイオ]の順に選択します。 
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4 ビデオ 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまなビデオ機能を使巧できます。 
• インターネットを介したゲーム 
• プレゼンテーシヨン作成のための画像や動画の編集 
• 外付けビデオデバイスの接続 
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外付けモニタまたはプロジェクタの接続 

外付け モニタ コネクタは、外付け モニタ やプロジェクタなどの外付けディスプレイデバイスをコン 
ピュータに接続するためのコネクタです。 

▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスケーブルを外付けモニタコネクタに接続しま 
す。 
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鞍 を記. 外付けディスプレイデバイスを正しく接続しても画面が表示されない場合は、 fn +ロキー 
を押して、ディスプレイデバイスに画面を切り替えます。 わ+ ロ キーを繰り返し押すと、コンピユー 
夕 ディスプレイとデバイスとで表示画面が切り替わります。 
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オプティカルドライブ（一部のモデルの 
み） 


お使いのコンピュータには、コンピュータの機能を拡張する外付けオプティカルドライブが搭載され 
ている場合があります。外付けオプティカルドライブを使用すると、データディスクの読み取り、 
音楽の再生や映画の鑑賞が巧能になります。 

外付けオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[コンピュータ]の順に選択します。 

接続されている外付けオプティカルデバイスを含む、お使いのコンピュータにインストールされてい 
るすべてのデバイスの一覧が表示されます。な下のどれかの種類のドライブが含まれている可能性が 
あります。 

• DVD-ROM ドライブ 

• DVD±RW/CD-RW マルチドライブ 

• DVD±RW/CD-RW マルチドライブ （2 層記録 （DL ) 対応） 

• スーパーマルチ DVD ± R / RW 搭載 HD DVD-R ドライブ ロ層記録 ( DL ) 対応） 

• スーパーマルチ DVD ± R / RW 搭載 HD DVD - ROM ドライブロ層記録 ( DL ) 対応） 

• Ugh に cribe DVD ± RW / CD - RW マルチドライブロ層記録 （ DL ) 対応） 

m を記^_ 上記に示すドライブによっては、お使いのコンピュータでサポートされていない場合もあり 

ます。 
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オプティカルディスクの使用 

DVD-ROM ドライブなどのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD) に 
対応しています。これらのディスクには、音楽、写真、および動画などの情報を保をします。 DVD の 
方が、 CD より大きい容量を扱うことができます。 

外付けオプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD のディスクの読み取りができます。 


鞍 ま記： ここに示すオプティカルドライブによっては、お使いのコンピュータでサポートされていな 
い場合もあります。サポートされているオプティカルドライブすべてが一覧に記載されているわけで 
はありません。 


な下の表に示すように、オプティカルドライブじよっては、オプティカルディスクに書き込みがで 
きる場合もあります。 


オプティカルドラ 
イブの種類 

CD-RW へのまき 
込み 

DVD±RW/R へ 
の害き込み 

DVD+R DL へのま 

き込み 

LightScribe CD 
または DVD 
±RW/R へのラべ 
ルのまき込み 

HD DVD への害き込み 

DVD ± RW / CD - 
RW マルチドライ 
ブ 

可 

可 

不可 

不可 

不可 

DVD ± RW / CD - 
RW マルチドライ 
ブ （ DL 対応） 

可 

可 

可 

不可 

不可 

スーパーマルチ 

DVD ± RW 搭載 
HDDVD-R ドラ 
イブ （2 層記録 
( DL ) 対応） 

可 

可 

可 

不可 

可 

スーパーマルチ 

DVD ± RW 搭載 

HD DVD-ROM ド 
ライブ （2 層記録 
( DL ) 対応） 

可 

可 

可 

不可 

不可 

Ugh に cribe DVD 

可 

可 

可 

可 

不可 


± RW / CD - RW 7 
ルチドライブ 
( DL 対応） 


A ま意： オーディオやビデオの劣化や情報の損失、またはオーディオやビデオの再生機能の損失を防 
ぐため、 CD や DVD の読み取りまたは書き込みをしているときにスリープまたはハイバネーシヨンを 
開始しないでください。 
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正しいディスクの選択 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD) に対応しています。デジタル 
データの保巧に巧用される CD は商用の録音にも巧巧されますが、個人的に保巧する必要がある場合 
(こも便利です。 DVD は主に動画、ソフトウェア、およびデータのバックアップ用に使用されます。 
DVD は CD と同じが式の要素ですが、容量は6〜7倍になります。 


寶 を記： お使いのコンピュータに疫続されている外付けオプティカルドライブによっては、ここで説 

明しているすべての種類のオプティカルディスクをサポートしていない場合もあります。 


CD-R ディスク 

CD-R (-度だけ書き込み巧能）ディスクは、永結的なアーカイブを作成したり、仮想的にあらゆる 
ューザとファイルを共有したりするときに使巧します。通常は、な下の方まで使用します。 

• サイズの大きいプレゼンテーシヨンの配布 

• スキャンした写真やデジタル写真、ビデオクリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピュータのファイルやスキャンした記録資料などの永続的なアーカイブの保存 

• ディスク領域を増やすためのハードドライブからのファイルのオフロード 
データを記録した後は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

CD-RW ディスク 

CD-RW ディスク（再書き込みの可能な CD) は、頻繁にアップデートする必要のあるサイズの大きい 
プロジェクトを保をするときに使用します。通常は、な下のちまで使用します。 

• サイズの大きいドキュメントやプロジェクトファイルの開発および管理 

• 作業ファイルの転送 

• ハードドライブファイルの毎過のバックアップの作成 

• 写真、動画、オーディオ、およびデータの継結的な更新 

DVD±R ディスク 

空の DVD±R ディスクは、大量の情報を永結的に保存するときに使用します。データを記録した後 
は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

DVD±RW ディスク 

前に保存したデータを削除または上書きしたい場合は、 DVD+RW ディスクを巧用します。この種類 
のディスクは、変更できない CD または DVD に書き込む前に才ーディオや動画の記録テストをする 
のに最適です。 

LightScribe DVD+R ディスク 

Ugh に cribeDVD+R ディスクは、データ、ホームビデオ、および写真を共有または保存するときに使 
用します。これらのディスクは、ほとんどの DVD-ROM ドライブやセットトップ DVD ビデナプレー 
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ヤでの読み取りに対応しています。 Ugh に cribe が有効なドライブと Ugh に cribe ソフトウエアを使巧 
すると、ディスクにデータを書き込み、ディスクの外側にデザイナラベルを追加できます。 
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音楽の再生 


m を記： な下の手順を開始する前に、外付けオプティカルドライブがコンピュータに接続されている 
ことを確認します。 


1. コンピュータの電源を入れます。 

2. 外付けオプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を巧して、ディス 
クトレイが少し巧し出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸上に置きます。 


教 注記； ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて回転軸の上に置 
いてください。 


5. ディスクが確実にはまるまで、トレイの回転軸上にディスクをゆっくり押し下げます口）。 



み 


6. ディスクトレイを閉じます。 

7. 自動再生を設をしていない場合は、[自動巧生]ダイアログボックスが開き、メディアコンテンツ 
の巧巧方法を選がするように要求されます。お使いのコンピュータにプリインストールされてい 
る [Windows Media Player ] を選巧します。 


歐を 記： ディスクの巧入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 
ディスクの再生中にスリープまたはハイ/《ネーシヨンを開始した場合、次のことが発生します。 

• 巧生が中断する場合があります。 

• 続行するかどうかを確認する警告メ ッ セージが表示される場合があります。このメ ッ セージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。 

• CD または DVD を巧起動し、才ーディオまたはビデオの再生を再開しなければならない場合が 
あります。 
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動画の再生 

外付けオプティカルドライブを使巧し、ディスクの動画を再生できます。 


敷を 記： な下の手順を開始する前に、外付けオプティカルドライブがコンピュータに接続されている 
ことを確認します。 


1. コンピュータの電源を入れます。 

2. 外付けオプティカルドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディス 
クトレイが少し押し出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸上に置きます。 


をを 記： ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて回転軸の上に置 
いてください。 


5. ディスクが確実にはまるまで、トレイの回お軸上にディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



ゆ 


6. ディスクトレイを閉じます。 


敷を 記. ディスクの挿入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 
初期設定のメディアプレーヤを選択していない場合は、[自動再生]ダイアログボックスが開き、メ 
ディアコンテンツの使巧方法を選択するように要ホされます。 


18 第5章オプティカルドライブ（一部のモデルのみ) 









DVD 地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使巧する多くの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードカ 《 DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

A を意:一 DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域の設定が DVD ドライブの最終的な設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [ DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コンピュータ]一[システムのプロパティ]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

野 ま記 : _ コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows には、ユーザアカウントの制 

御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行う時に、ユーザのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合がありま 
す。詳しくは、 Windows のヘルプを参照してください。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横の「+」記号をクリックします。 

4. [DVD/CD-ROM ドライブ]をちクリックし、地域の設定を変更する DVD ドライブを右クリックし 
て、[プロパティ]をクリックします。 

5. [DVD 地域]タブで地域を変更します。 

6. [0 のをクリックします。 
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CD および DVD の作成または「書き込み」 

外付けオプティカルドライブが CD-RW、DVD-RW、 または DVD±RW のナプティカルドライブで 

ある場合は、 [Windows Media Player] などのソフトウェアを使用して、 MP3 や WAV 音楽ファイルな 

どのデータや才ーディオファイルを書き込むことができます。動画ファイルを CD または DVD に書 

き込むには、 [MyDVD] を巧巧します。 

CD または DVD に書き込むときは、な下のガイドラインに従ってください。 

• ディスクじ書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• CD-R や DVD-R は、情報をコピーした後は変更できないため、通常は才ーディオファイルの書 
き込みに最適です。 

• ホームステレオや力ーステレオによっては CD-RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD-R を使用します。 

• CD-RW や DVD-RW は、一般的にはデータファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前にオーディオや動画の記録をテストする場合に最適です。 

• ホームシステムで使巧される DVD プレーヤは、通常、すべての DVD フォーマットに対応して 
いるわけではありません。対応しているフォーマットの一覧については、お買い上げの DVD プ 
レーヤに付属の説明書を参照してください。 

• MP3 ファイルは他の音楽ファイル化式よリファイルのサイズがルさく、また、 MP3 ディスクを 
作成するプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP3 ファイルは、 MP3 プ 
レーヤまたは MP3 ソフトウェアがインストールされているコンピュータでのみ巧生できます。 

CD または DVD にデータを書き込むには、な下の手順で操作します。 

1. 元のファイルを、ハードドライブのフォルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空の CD または DVD を、外付けオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選巧し、使用するソフトウェアの名前を選択します。 

4. データ、オーディオ、またはビデオなど、作成する CD または DVD の種類を選択します。 

5. [スタート]一[エクスプローラ]の順にちクリックして、元のファイルを保巧したフォルダに移動 
します。 

6. フォルダを開き、空のナプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムで指示されているとおりに書き込み処理を開始します。 

詳細な手順については、ソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書はソフ 

トウIアに含まれていたり、ディスクに収録されていたり、または製造元の Web サイトで提供され 

ていたりする場合があります。 


A ま意： 著作権に関する警告に従って〈ださい。コンピユータプログラム、フィルム、放送内容、録 
音内容などの著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行 
為です。このコンピュータをそのような目的に使用しないでください。 
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オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルじあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


歐 を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



み 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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6 Web カメラ（一部のモデルのみ) 


-部のモデルのコンピュータでは、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。さまざ 
まなソフトウエアと共にこの Web カメラを使用すると、な下のような機能を使用できます。 


• ビデオのキャプチャ 

• インスタントメッセージソフトウエアを使用したビデオのストリーミング 

• 静止画像の撮影 


敷を 記； 内蔵 Web カメラを使用するために設計されているソフトウェアの使用方まについては、そ 
のソフトウエアのヘルプを参照してください。 


パフ ナーマンスを 最適にするために、内蔵 Web カメラの使巧時はな下のガイドラ インに 従ってくだ 
さい。 

• ビデオチャットを行う前に、インスタントメッセージプログラムが最新のバージョンであるこ 
とを確認してください。 

• お使いのネットワークファイアウナールによっては、内蔵 Web カメラが正しく動作しない場合 
があります。動画を閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウォール外のューザへ 
動画を送信したりするときに問題が生じる場合は、インターネットサービスプロバイダにお問 
い合わせください。 

• 巧能な限り、カメラの背をの画面領域の外に明るい光源を置いてください。 
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Web カメラプロパティの調整 

[プロパティ]ダイアログボックスを使用して、 Web カメラのプロパティを調整できます。このダイア 

ログボックスには、内蔵カメラを使巧する各種プログラムの構成、設を、またはプロパティメニュ ー 

から通常はアクセスできます。 

• [輝度]:イメージに取り込まれるホの量を調整します。高い輝度を設定すると明るい画像にな 
り、おい輝度を設定すると暗い画像になります。 

• [コントラスト]:コントラストを高く設定すると画像の対比の度合いが高まり、コントラストを 
ほく設定すると、下の情報のダイナミックレンジを維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色相]:他の色（ホ、緑、または青など）から区別する色合いを調整します。色ネ目は色彩と異な 
り、色彩は色ネ目の強さを示します。 

• [色彩]:最終的な画像の色みの強さを調整します。高いシャープネスを設定するとより鮮明なイ 
メージになり、化いシャープネスを設定するとソフトなイメージになります。 

• [シャープネス]:画像の境界線の緻密さを調整します。高いシャープネスを設定するとより鮮明 
な画像になり、化いシャープネスを設定するとソフトな画像になります。 

• [ガンマ]:中間レベルのグレーまたはイメ ージの中間卜ーンに影響するコントラストを調整しま 
す。画像のガンマを調整すると、シャドウとハイライトを大幅に変更しないで、中間グレートー 
ンの明度値を変更できます。 ほいガンマを設をすると灰色は黒に近くなり、暗い色はさらに暗い 
色になります。 

Web カメラの使用ちまについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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トラブルシユーテイング 


ここでは、一般的な問題と解決方法について説明します。 
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オプティカルディスクトレイが開かず、 CD または DVD を取 
り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の穴にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します口）。 

3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


m を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 
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s ンピュータが外付けオプティカルドライブを検出しない場 

Windows が取り付けられているデバイスを検出しない場合は、デバイスドライバソフトウエアがな 
くなったか壊れている可能性があります。 DVD / CD - ROM ドライブが検出されていないことが疑われ 
る場合は、オプティカルドライブが[デバイスマネージャ]ユーティリティに一覧表示されていること 
を確認してください。 

1. 外付けオプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スターりをクリックし、[検索の開始]ボックスにデバイスマネージャと入力します。 

入力すると、検索結まがボックスの上に一覧表示されます。 

3. 検索結まの枠内で、 [デバイスマネージャ] をクリックします。ユーザアカウント制御のウィンド 
ウが表示されたら、[続行]をクリックします。 

4. [デバイスマネージャ]ウィンドウで、マイナス記号 （-) がすでに表示されている場合を除き、 
[DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。オプティカルドライブの 
—覧を確認します。 

ドライブが表示されていない場合は、 32ぺージの「デバイスドライバを巧インストールする 
必要がある場合 I の項目の説明に沿って、デバイスドライバをインストール（または再インス 
I —ル）します。 
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ディスクが再生されない場合 

• CD または DVD を巧生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

• CD または DVD を巧生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正しく挿入していることを確認してください。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクは中央から端の方に向かって巧いてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、多くの電器店で入手可能な才 
プティカルディスクの修復キットで手入れしてください。 

• ディスクを巧生する前にスリープモードを無効にします。 

ディスクの再生中にハイバネーシヨンまたはスリープを開始しないでください。開始する場合、 
続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると次のようになります。 

。 再生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの巧生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを巧起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してから巧起動が必要になることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

。 プリンタとスキャナの電源を切り、カメラと携帯電話デバイスの電源ケーブルを巧きます。 

これらのプラグアンドプレイデバイスを切断することで、システムリソースが解放さ 
れ、再生パフォーマンスが向上されます。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では 
簡単に見分けられないので、な下の方までシステムの色のプロパティを16ビットの色に下 
げた場合、動画の再生時に色が失われても気がつきません。 

1. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックして、[個人設定]一[ディスプ 
レイの設定]の順に選択します。 

2. 設定がまだ選巧されていない場合は、[画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します。 
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ディスクが自動的に再生されない場合 

1. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに自動再生と入力します。 

入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

2. 検索結まの枠内で、[自動ち生]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンドウが表示さ 
れたら、[続行]をクリックします。 

3. [すべてのメディアとデバイスに自動再生を行う]のチェックボックスにチェックを入れ、惟巧 
をクリックします。 

これで、 CD または DVD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 
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DVD の動画が停止したリコマ落ちしたりする場合や、再生が 
不安定な場合 

• ディスクを清掃します。 

• な下の操作を実行して、システムリソースを節約します。 

。 インターネットからログオフします。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。 

1. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックして、[個人設定]一[ディスプ 
レイの設定]の順に選択します。 

2. 設定がまだ選巧されていない場合は、[画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します。 

。 プリンタ、スキャナ、カメラ、携帯電話などの外付けデバイスを取り外します。 
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DVD の動画が外部ディスプレイに表示されない場合 

1. コンピュータのディスプレイと外部ディスプレイの両方の電源が入っている場合は、 fn + 口を 
1回な上押して、表示画面をどちらかに切り替えます。 

2. 外付けディスプレイがメインになるように、モニタの設定を行います。 

a . コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックして、[個人設定]一[ディスプレ 
イの設定]の順に選択します。 

b . メインディスプレイとセカンダリディスプレイを指定します。 


腎 を記： 両方のディスプレイを使用する場合は、 DVD の画像はセカンダリディスプレイとして 
指ましたディスプレイには表示されません。 


マルチメディアに関して、このガイドで説明されていない質問については、[スタート]一[ヘルプとサ 
ポート]を参照して〈ださい。 
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ディスクへの書きをみ処理が行われない、または完了する前に 
終了してしまう場合 

• 他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スリープモードおよびハイバネーシヨンを無効にします。 

• おほいのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、「第5章オプティカルドライブ」を参照してください。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

• よリイ氏速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイス マネー ジャ]の [ DVD / CD - ROM ドライブカテゴリ]じあるディスク書き込みデバイスの 
ドライバを再インストールします。 
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1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスにデバイスマネージヤと入力します。 

入力すると、検索結まがボックスの上の巧内に一覧表示されます。 

3. 検索結まの枠内で、[デバイスマネージヤ]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンド 
ウが表示されたら、[続行]をクリックします。 

4. [デバイスマネージヤ]で、マイナス記号がすでに表示されている場合を除き、アンインストール 
または再インストールするドライバの種類 （ DVD に D - ROM 、 モデムなど）の横にあるプラス記 
号 （+ ) をクリックします。 

5. 表示されているドライバをクリックし、 delete キーを押します。確認のメッセージが表示された 
ら、ドライバを削除したことを確認してください。ただし、コンピュータは再起動しないでくだ 
さし、。 

削除するその他のすべてのドライバでこの操作を繰り返します。 

6. [デバイスマネージヤ]ウィンドウで、ツールバーの[ハードウエア変更のスキヤン]アイコンをク 
リックします。 Windows はシステムをスキヤンしてインス I ルされているハードウエアを検 
出し、ドライバを必要とするデバイスに巧してネ刀期設定のドライバをインストールします。 


腎を 記： コンピュータを再起動する画面が表示された場合は、開いているファイルをすべて保巧 
してから再起動を続行します。 


7. 必要に応じて[デバイスマネージャ]を再び開き、ドライバが表示されていることをもう一度確認 
します。 

8. プログラムを再度実行します。 

初期設をのデバイスドライバをアンインストールまたは再インストールしても問題が解みされない場 
合は、な下の項目の手順に沿ってドライバを更新する必要があります。 

最新の HP デバイスドライバの入手 

最新の HP デバイスドライバはな下のどちらかの方まで入手できます。 

• [HP Update Utility ] (HP アップデートューティリティ）の使用 

• HP の Web サイトの使用 

[HP Update Utility ] を使用するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP Update ] ( HP アップデート）順に選択します。 

2. [HP Welcome ] ( HP へようこそ）画面で、 [ Se 扣 ngs ] (設定）をクリックし、ューティリティが 
Web 上でソフトウェアの更新を確認する時間を選択します。 

3. [ Next ] (次へ）をクリックして HP のソフトウェアの更新を確認します。 
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HP の Web サイトを使用するには、な下の手順で操作します。 


1. インターネットブラウザを開いて、 httD://www.hD.com/iD/ から r ドライバ&ソフトウエアダウン 
口ード]を選択します。 

2. [ドライバ&ソフトウエアダウンロード]ぺージで、[検索]ボックスにお使いのコンピュータの製品 
名または製品番号を入力してから、 [ enter ] キーを巧します。 

または 

特ミの SoftPaq が必要な場合は、ぺージ上部の[検索]フィールドに SoftPaq 番号を入力し、 enter 
キーを押して直接検索することもできます。 

3. -覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. [Windows Vis ね®オペレーティングシステム]をクリックします。 

5. ドライバの一覧が表示されたら、更新されたドライバをクリックして追加の情報を含むウィンド 
ウを開きます。 

6. ファイルをダウンロードしないで更新されたドライバをインストールするには 、 [Ins ね II Now ] 
(今すぐインストール）をクリックします。 

または 

コンピュータにファイルを保巧するには 、 [Download only ] (ダウンロードのみ）をクリックし 
ます。メッセージが表示されたら、 [ Save ] (保存）をクリックして、ハードドライブ上のファイ 
ルを保巧する場戸斤を選択します。 

ファイルをダウンロードしたら、ファイルを保巧したフォルダに移動し、ファイルをダブルク 
リックしてインストールします。 

7. インストールが完了した後に、コンピュータの再起動を求めるメッセージが表示された場合はコ 
ンピュータを再起動して、デ/《イスの動作を確認します。 

最新の Windows デバイスドライバの入手 

[ Microsoft ® Update ] を使用すると、最新の Windows デバイスドライバを入手できます。この Windows 
の機能では、 Windows オペレーティングシステムおよび Microso 円社のその他の製品の更新を自動的 
に確認し、インストールするように設定できます。 

[Microsoft Upda 词を使巧するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開いて htt _ p :// www . microsoft . comda / iB / に移動します。 


2. [セキュリティ&アップデート]をクリックします。 

3. [Microsoft Update ] をクリックしてコンピュータのオペレーティングシステム、プログラム、お 
よびハードウてアの最新の更新情報を入手します。 

4. 画面の説明に沿って操作し、 [Microsoft Upda 词をインストールします。ユーザアカウント制御 
のウィンドウが表示されたら、[続行]をクリックします。 

5. [変更する]をクリックして、 [Microsoft Update ] で Windows オペレーティングシステムおよび 
Microsoft 社のその他の製品のアップデートを確認する時間を選択します。 

6. コンピュータの再起動を要ホするメッセージが表示されたら、コンピュータを再起動します。 
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